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ICレコーダーで録音した音声を繰り
返し聞きながら文字起こし

当市では、各課が主催する会議で議事録

を作成しています。従来はICレコーダーで音

声を録音し、会議後にその音声を聞き返し

ながら議事録を作成していました。議事録作

成の際は、音声を少しずつ聞きながら全文

を文字起こしすることが多く、非常に時間が

かかる作業でした。また、聞き取りづらい音

声については、何度も繰り返し聞き直す必要

がありました。

複数の製品を比較し導入を決定

このような課題を解決するため、AI音声認

識を活用した議事録作成サービスの導入を

検討しました。他の製品とも比較した結果、

「ScribeAssist」は音声認識精度が高く、単語

登録機能や編集機能が充実しており、多くの

自治体で導入実績があることから、導入を決

定しました。また、「ScribeAssist」はライセ

ンスをUSBキーで管理できるため、会議の

場所を選ばずに使用でき、外部インターネッ

トとの接続が不要で情報漏洩のリスクを減ら

せる点も選定理由の一つです。

導入後の1年で作業時間を計454時
間短縮

導入後1年間の利用実績としては、76の

会議で使用し、合計454時間の作業時間を

短縮しました。それぞれの会議における議事

録作成時間は半分程度に短縮できました。

回を重ねるごとにシステムが学習し
精度が向上

20人程度の会議で使用した担当者からは、

「想像以上に認識率が高く、議事録作成にか

かる時間が大幅に削減され、とても便利だっ

た」との意見がありました。定期的に同じメ

ンバーで会議を行う担当者からは、「回を重

ねるごとにシステムが学習し、発言者を正確

に認識できるようになって非常に良い」との

意見を頂いています

▲ ScribeAssist の利用イメージ

導入後の1年で作業時間を計454
時間短縮。回を重ねるごとにシス
テムが学習し精度が向上。
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導入前の課題 導入後の効果
ICレコーダーで録音した音声を聞きながら文字起こし
していた
聞き取りづらい音声は繰り返し聞き直す必要があり、
非常に時間がかかっていた
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導入後の1年で76の会議で使用し、合計454時間の
作業時間を短縮
ろう・難聴者が参加する会議では、リアルタイム字幕
の活用により内容が把握しやすくなった

●

●
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ろう・難聴者が参加する会議でリアルタイム字幕を有効
活用

ろう・難聴者が参加した会議では、手話による伝達のほか、

「ScribeAssist」のポップアップ機能を用いてリアルタイムに字幕表示が

できるため、会議の内容をより正確に把握できるようになったと参加

者から好評でした。

導入事例



導入事例

製品情報

導入実績
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ScribeAssist（スクライブアシスト）は、音声録音からテキスト化、

編集、要約までをワンストップで実現する、AI音声認識で議事

録作成を自動化するアプリケーション。

スタンドアローン型アプリケーションなので、インターネット

接続の有無にかかわらず、いつでもどこでもご利用いただけます。

リアルタイム認識、ファイル認識の両方に対応しており、Web

会議のみならず、テレワーク、対面での会議や商談・打ち合わせ、

経営会議、セミナー・講演会、研修、インタビュー、面談など、様々

なシーンでの議事録作成業務の効率化を支援します。

ChatGPTと連携した自動要約機能も搭載し、議事録作成にかか

る手間を大幅に削減します。
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新潟県 阿賀野市役所 様

ICレコーダーで録音した音声を繰り
返し聞きながら文字起こし

当市では、各課が主催する会議で議事録

を作成しています。従来はICレコーダーで音

声を録音し、会議後にその音声を聞き返し

ながら議事録を作成していました。議事録作

成の際は、音声を少しずつ聞きながら全文

を文字起こしすることが多く、非常に時間が

かかる作業でした。また、聞き取りづらい音

声については、何度も繰り返し聞き直す必要

がありました。

複数の製品を比較し導入を決定

このような課題を解決するため、AI音声認

識を活用した議事録作成サービスの導入を

検討しました。他の製品とも比較した結果、

「ScribeAssist」は音声認識精度が高く、単語

登録機能や編集機能が充実しており、多くの

自治体で導入実績があることから、導入を決

定しました。また、「ScribeAssist」はライセ

ンスをUSBキーで管理できるため、会議の

場所を選ばずに使用でき、外部インターネッ

トとの接続が不要で情報漏洩のリスクを減ら

せる点も選定理由の一つです。

導入後の1年で作業時間を計454時
間短縮

導入後1年間の利用実績としては、76の

会議で使用し、合計454時間の作業時間を

短縮しました。それぞれの会議における議事

録作成時間は半分程度に短縮できました。

回を重ねるごとにシステムが学習し
精度が向上

20人程度の会議で使用した担当者からは、

「想像以上に認識率が高く、議事録作成にか

かる時間が大幅に削減され、とても便利だっ

た」との意見がありました。定期的に同じメ

ンバーで会議を行う担当者からは、「回を重

ねるごとにシステムが学習し、発言者を正確

に認識できるようになって非常に良い」との

意見を頂いています

ろう・難聴者が参加する会議でリアルタイム字幕を有効
活用

ろう・難聴者が参加した会議では、手話による伝達のほか、

「ScribeAssist」のポップアップ機能を用いてリアルタイムに字幕表示が

できるため、会議の内容をより正確に把握できるようになったと参加

者から好評でした。

▲ 企画財政課 山口様


